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１．はじめに 

透水性舗装は現在，車道への適用が試みられており，独立行政法人土木研究所においても全国 10 カ所の国

道において試験施工がなされ，追跡調査が行われている 1)．また，室内においても，耐久性能および透水性能

の検討が行われている．特に，透水性能の検討については，定水位透水試験で評価するのが一般的である 2)

が，実際の降雨を想定した場合，舗装体内部が不飽和の状態を考慮する必要がある．この不飽和浸透現象を検

討する場合，各材料の水分保持特性および不飽和透水係数を把握する必要がある．既往の研究では，粗粒材を

対象とした水分保持特性の研究 3)は行われているものの，舗装材料を対象とした研究は実施されていない． 

そこで本研究は，透水性舗装の透水性能の評価を行うために必要な不飽和浸透特性を，舗装材料のひとつで

あるアスファルト混合物の水分保持特性および不飽和透水係数について測定した． そして，van Genuchten モ

デル（以下，VG モデル）の適応性を示した 4)． 

２．試験概要 

2.1 使用材料 

 本研究で使用したアスコンの性状を図－１に示す．骨材粒径の違いによる影響を確認するため，空隙率を

20%とし，骨材最大粒径を 8mm，20mm の 2 種類を用いた．以降，ポーラス(8)，ポーラス(20)とする．なお，

供試体寸法は，φ150mm×h150mm である． 

2.2 試験装置 

(1)水分保持特性試験  

 地盤材料の保水性を測定する手法には，土中法，吸引法，加

圧法，および遠心法など多々の手法が提案されている 5)．本研

究ではこれらの方法の中でも，測定範囲が広く，低い吸引圧ま

で測定可能である加圧法を用いた．加圧法は供試体に正の空気

圧を負荷して平衡に達するまで排水させ，その時の供試体にお

ける含水率と，負荷した空気圧の関係から水分保持特性を求め

る手法である．本研究で作製した試験装置を図－２に示す． 

(2)飽和－不飽和透水試験  

 試験装置は工藤らの実験方法 3)を参考に図－３に示すような

ものを使用した．一定流量を供給するため，給水装置としてマ

リオット瓶を用いた．また，給水ノズルを使用し，供試体断面

に均等に給水できる構造とした． 

３．試験結果 

(1)水分保持特性試験 

 水分保持特性試験の結果を図－４に示す．それぞれ初期の体

積含水率は異なるものの，測定範囲内におけるマトリックスポ

テンシャルが最大の時の体積含水率は 0.03～0.04 程度残ってい

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 合成粒度 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 水分保持特性試験器 

キーワード 透水性舗装，不飽和浸透特性，水分保持特性，飽和－不飽和透水係数，van Genuchten 
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る．この理由として，まず，加圧法で試験を行ってい

るため，飽和状態から加圧する際に半有効空隙（図－

５）に水が残ったためと考えられる．または，ポーラ

スアスファルト混合物は，加圧後に間隙内に保持して

いる最小の水分（最小容水量）を有していると推察さ

れる． 

(2)飽和－不飽和透水試験 

不飽和透水試験結果を図－６にそれぞれ示す．骨材

粒径が大きくなると，比透水係数（不飽和透水係数／

飽和透水係数）の値も大きくなる傾向が見られる．こ

れは骨材粒径が大きいほど，骨材間の間隙が大きく，

間隙サイズの分布が狭く，平均的な間隙径が大きいた

め，無効空隙（独立空隙）が形成されにくく，有効空

隙（連続空隙）が多いと考えられる 6)．実際に今回使

用した供試体の無効空隙は，ポーラス(8)が 3.6%，ポ

ーラス(20)が 1.3%となっている． 

また，空隙率が一定の場合は最大粒径が小さい程，

骨材粒径が一定の場合は空隙率が小さい程，潤辺が大

きくなり，水が壁面から受ける摩擦抵抗が大きくなる

ため流れにくくなり，比透水係数の曲線が大きく折れ

曲がる結果となると推察される． 

次に，VG モデルのフィッティングの結果を見ると，

ポーラス(8)においては実測値との間に若干の相違が

見られるものの，類似する結果が得られた．それに対

し，ポーラス(20)は，大きな相違が見られた．これは，

間隙径の違いが影響しているものと考えられる． 

４．まとめ 

本研究において，水分保持特性試験および飽和－不

飽和透水試験を行った結果，ポーラスアスコンの傾向

を示すことができた．また，VG モデルのフィッティ

ングを行った結果，間隙径の影響を受けることが確認

できた．今後はこの結果を数値解析に活かして行きた

いと考えている． 
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a) 飽和透水試験器    b) 不飽和透水試験器 

図－３ 飽和－不飽和透水試験器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a) ポーラス(8) b) ポーラス(20) 

図－４ 水分保持特性試験および VG モデル 

 

 

 

 

 

 

図－５ ポーラスアスファルト混合物の空隙構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a) ポーラス(8) b) ポーラス(20) 

図－６ 不飽和透水試験結果および VG モデル 
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